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昭和基地に還る

永 田 武

1983年12月18日.平 沢25次 隊長,佐 藤 「しらせ」艦長

等と共にヘリで昭和基地に飛び還った.し かし,こ れは

平沢隊長を基地に届け,24次 越冬隊員が待ちこがれてい

る故郷の便 りと新鮮な食物と飲物の第1便 を送 り届ける

こと,そ れに 『これか らヘ リ輸送を始めますよ』と24次

越冬隊に伝える為の艦長と私の挨拶だけの訪 問で あっ

た.艦 長と私とはビールの乾杯のあ とす く・また 「しら

せ」に飛び帰った.

「しらせ」は順調な氷海航行の後,そ の時,重 畳氷盤

(ハ ンモックアイス)帯の乗 り切 りに苦闘している最中で

あった.1年 氷の定着氷域の厚さと固さにはハッキリし

た限度がある.「 しらせ」の重量とエンジン馬力に基づ

く砕氷能力は南大洋の定着氷域を難なく航行出来ること

は十分計算済みであった.問 題は不特定要素の積み重ね

で生 じる重畳氷盤帯を如何にして突破するかという点に

懸かっている.私 のこの度の南極行の目的の一つは,そ

の点を自分の眼で確かめ,現 在及び将来の対策 を考えて

みることにもあった.

実際にりユツォホルム湾口を取 り囲む重畳氷盤帯の厚

みは10mを 超す場合も少くなかった.し かし,新 しく

アメリカ方式の砕氷方法をも加味した 「しらせ」の砕氷

は確実に漸進 を続けていた.艦 橋にワッチ席を与えられ

ていた私は,副 長からの情況報告をうなついて聴く以外

は黙ってメモを取 り続けた.そ の時の私自身の見通しで

は 「しらせ」の昭和基地沿岸えの到着は早 くて も大晦

日,悪 くすると正月の10日 から15目 になるかもしれない

というものであった.1週 間 「しらせ」の重畳氷盤帯航

行を見守 り続けて一応の見当がついた よ うに思った私

は,主 目標,昭 和基地に移動する決心をした.12月22日

の ことである.『 ゆっくりやって下さいよ』 とだけ艦長

に言い残して私は昭和基地に移った.8年 ぷりの昭和基

地帰還である.

この基地には私にとって初見参の施設がある.夏 期宿

舎,地 学棟,情 報処理棟,それに新発電棟である.い つれ

もこの前昭和基地 を視察,検 討した結果から逐次誕生さ

せた新しい施設である.一 番新 しい新発電棟は,23次 隊

と24次 隊の作業で建物自身はほぼ完成してお り,今 度の

25次 隊が内部設備と附属工事を仕上げて,い よいよ今年

度から実動にはいる計画になっていた.今 回,私 は本格

的に各棟,各 施設を点検する方針を樹てていたので,か な

り野人化していた24次 越冬隊幹部諸君は,最 初の うち大

部対応に戸迷ったらしい.し かし間もなく日本内地なみ

の教養を取り戻して明快な応対を示 してくれるようにな

った.研 究者個人私用の机のまわりは多少乱雑でも,観

測,測 定,分 析等の為の仕事場は常に整理,整 頓されて

いなければ気が済まないという私の昔流職人気質から見

て,昭 和基地内でも評価の高い棟と評点の低い棟の区別

が出てきたことは容易に想像されるであろう.し かし私

は,何 かと不便な極地の研究施設であるか らこそ職場の

本尊とその周辺はいつもキチンとしていなければならな

いという主張を変えるつもりはいささかもない.そ れに

極地科学研究の殿堂 としての昭和基地では,そ の経年継

続性について,も う少し気を配ってほしいものだと痛感

せ ざるを得なかった.1ケ 年を単位とする単発勝負の精

神があまりにもミエミエであると感 じた.も ちろん 「さ

すがは」 と感心させ られる棟もあったが.

1月5日,「 しらせjは 昭和基地沖に到着した.重 畳

氷盤帯を超えさえすれば,後 は計算通 り容易な定着氷域

砕氷航行であった,弁 天島附近か ら 「しらせ」に同乗し

て東オングル島東側に着いた私にとっては,船 による昭

和基地到着の初経験 ということになる.

2月2日,24次 越 冬隊全員と25次 隊員を乗せて,「しら
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せ 」 は ブ ラ イ ド湾 にl!・j"た..1畦3jl夜 に は既 に 目的地 に

到 新 して い た.延 々 と肱 が る ノく水 国 の 壮 観 に驚1嘆 ず る と

同 時・に極 端 に空 気 の 乾燥 してい るu.ツ1ホ ル ム 湾域 か

ら 日本 内地 なみ に高 湿 度な ブ ラ イ ド}り重域 に突 入 した 為の

ノ(気環 境 の ノくきな 変 化 に も心 の緊 張 を覚 えた.ヘ リ輸 送

の 困 難 さ を直観 した か らで あ る.し か し、 セーtLロ ン'/.

一 ネ山 脈 の 姿 とそ の 前に 拡 が る氷ll〔(の輝 きは 「言蛭の 大耳1

を超 え る美 しさで あ った.

私 は 数枚 の 水彩 画 にそ の 印 象 を留 め て 私 自身 え の贈 り

物!し た.だ が.南 極 観 測 の 全 ・.、た く新 しい 計r山iの夢 と

Jd'「:しみ とが,.こ れ か ら始 ま るの を肝 に 銘 ドて 感 じて心 の

痛 み を感 じた.(罹 れ:国 ト'(極地 研 究 所 長)

、

つ
毫.

ぺ

`

門

引
ノ

評

弍

.

㌧

ド
㌧

』

-

ξ
`

卜

.

〆

.

、

ジ
▲

魯

グ
辱

」.

/㌦

一一■一 間 一 一ー一－

L■ 一 一 －Y',1
- 一

_讐.. 一三 三 菱

ト 、

、

▲

[ll}臼11`卜/'jti!二 二f二 「}

.
/

2-一



極 地 研 ニ ュ ー ス62

南極観測隊便 り

第25次 越冬隊の近況

6月 に入って気温は例年並みに冷えだしてきた,昭 和

基地周辺の海氷の発達はかんばしくなく,航 空機による

オペレーションも冬明けまで可能性がなくなった.

6月 ⑳ 日から3日 間,南 極最大のお祭りであるミッド

ウインターが開催された.南 極へ着いて半年が過ぎ,に

ぎやかな祭 りのひとときを過した.

25次 隊から運用が始まった新発電棟システムは,概 ね

順調に経過している.小 さな問題点がいくつか発生して

いるが,機 械隊員の努力により一つずつ解決 され て い

る.新 発電棟システムは,昭 和基地での生活に大きな変

● 化をもたらした.例 えば風呂場は,浴 槽に3人 入れる広

さがあり,シ ャワー付き混合水栓が3つ 備えつけられて

いる.今 までは3～4人 が 同時に入るのが限度であった

が.現 在では6～10人 同時に入ることも可能である.また

理髪室も設けられ,理 髪いす,洗 髪器等のほか紫外線殺

菌器が備わっている.冷 凍庫も広 くなり,便 器もウォシ

ュレット付のものになっている.色 々あるが,な んとい

っても一番変ったことは,水 を送るための貯水槽に氷を

入れる作業がな くなったことである.こ れは新発電棟の

風下側のスノー ドリフ トを,同 じく風下側にある130kl

水槽 にブル ドーザーで入れるようになったからである.

作業は月1～2回 で30分 程度である.こ のおかげで入浴

は週2回 だが,シ ャワー,洗 濯は自由となっている.新

発電棟の誕生とともに,南 極名物の氷山氷取 りもな くな

り,氷 山にツルハ シを振 う勇姿も見られなくなった.

南 極は,ま もな く冬明けとな り,研 究観測,設 営とも

これからがいよいよ本番を迎える.

旨

工 、
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今や過去のものとなった氷山氷取 り

第26次 南極地域観測隊員決まる

今秋,11月14日 出発するrg26次 南極地域観測隊48名

(越冬隊員35名,夏 隊13名)の うち,既 に決定 している

隊長,副 隊長を除 く44名が6月22日 に開催された南極地

域観測統合推進本部総会で決定,同 日発表された.

残 る2名 については,現 在選考中である.

3

また,外 国共同観測派遣者3名 も発表された.

第26次 隊は,第23次 か ら始まった観測の重点項 目であ

る宙空系の 「中層大気総合観測(MAP)」.雪 氷,地 学系

の 「東クイーンモー ドランド地域雪氷 ・地学研究計画」,

生物,医 学系の 「南極海洋生態系及び海洋生物資源に関

す る研究計画(BIOMASS)」 の4年 次 目として観測を実

施する.



極 地 研 ニ ュ ー ス62

.....一第26次 観測隊員の夏期訓練.

第26次 南極地域観測隊の夏期総合訓練は川llwa長 以.ド

48名 の隊員が参加し7月3|1か ら7月7日 まで文部省菅

平高原体育研究場で行われた.

この総合訓練は,隊 員に対し,各 種訓練,講 義及び団

体生活をとおして隊tUI.1互の協力,意 志の疎通をはかる

ことをn的 として行われるもので,各 隊員は講義,消 火

器取扱い訓練,リ サシアネ人形をつかって救急蘇生法の

訓練,ラ ッシング訓練,体 育訓練のほか,夜 の分科会.

全体会1議等の課題に熱心に取 り組んでいた.
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消 火 訓 練 中 の 第26次 隊 員

南極海洋生物資源保存委員会:

資料収集と処理に関する特別

作業部会会合 について

星 合 孝 男

会 合 が 開 か れ た 背 景

198()f[15月20【1に 締 結 され たill極 海 洋'L物 資15ii保存 条

約i±,1982年4月71|に 発 効 した.H本 は 原 署 名国 の 一

つ で あ る,条 約 発 効 以 来,1982ff.5Jl25H-〔 ～)jll[1,

1983年8月2gn-9月9[1の2回,条 約 に),ξ'」く委 員会

の 年 次 会 合 が 開 催 され.同 期 間 内 に 並行 して 『1}学委 員会

も開 かれ た.た だ し,第1回 の 科学 委 員 会 は,会 の 運 営

規 則 が 決 らず,非 公式 会 合 と い うこ と にな っ た,

南極 の海 洋 生 物 資 源 の 合理rl勺利 川 を含 む 保 存 を図 るの

が 本条 約 のn的 で あ るか ら,す で に漁 業 活 動 が 行 わ れ て

い る現 在,口 的 達 成 の た めの 具 体 的 行動 を と る必 要 に迫

られ て い る.す な わ ち,ナ ンキ コ ク オキ ア ミは ビの 位 の

1":まで 漁 獲 して もよ い の か,と い うよ うな 問 に 答 え な け

れ ば な らな い の で あ る.し か も,そ の解 答 は 科学 的 資 料

に 基 づ い た 合 理 的 な もの で あ る こ とが要 求 され る.南 極

海 の 生 物 に 関 す る知 見 は近 年急 激 に増 加 して き た が,資

源 管 理 に 役 立 て るた め に はTtl,}:と もに充 分 と は 言 え な

い.ま た,南 極海 そ の もの が,文 明の 地 か ら遠 く.環 境

条 件 が厳 しい た め 調 査 ・研 究 を行 うの は容 易で な い,現

在,「南 極 海 海 洋 生態 系 オSよび海 洋 生物 資 源 に関 す る生 物

")t:的研 究
lll.画　 (BIOMASS計 画)」 に基 づ いて,ナ ンキ

ョク オキ ア ミを中 心 と した 南極 海 洋 生 態 系 の 研 究 が 進 ん

で い る.こ の 計 画 で 得 られ る資 料 は.資 源 管 理 の 「段 ・

方法 を 考 え る上 で 大 い に役 立 つ で あ ろ う.ま た 一 方 で

は,資 源 管 理 に必 要 な 資 料 を,直 接 漁 業 活動 に 従 事 して

い る船 舶 に求 め る こ と も 重要 で あ る.調 査 ・研 究 と異 な

り,漁 業は 毎 年 継 続1杓 に行 わ れ て お1〕,し か も,漁 業 は

資 源1,1:の1!艶富 な 海 域 で 行 わ れ る筈「で あ る.漁 業 活 動 を通

して 得 られ る資 料 は,そ の 片 寄 りを 考慮 し さえす れ ば,

資 源 評 価 に五 献 ず る と ころ が 大 き いで あ ろ う,語 は 別 に

4
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なるが,管 理する側か らみれば,管 理の対象である漁業

活動の実体把掴ができることにもな り,正 に一石二鳥で

あろう.

国連食糧農業機関(FAO)の 統計資料に依れば,1981-

82年 南極海の魚類,甲 殻類(ナ ンキョクオキアミ),い か

類の国別漁獲量は,ソ 連60万 トン,日 本3,6万 トン,ポ

ーランド8千 トン,韓 国2千 トンであった.漁 業活動に

由来する資料の提供を要請される国がどこであるか,明

らかであろう.こ れまでの2回 の年次会合では,常 に,

非漁業国が漁業国に対し,よ り詳細な資料の提出を迫っ

てきていた.1983年 の 第2回 会合の 際の科学委員会で

は,資 源評価→管理のために必要な資料収集と処理に関

する特別部会を設置した.こ の部会の付託事項は7項 口

からなっているが,要 するに,現 実に漁獲の対象となっ

ているナンキョクオキアミと魚類に関する資料を,漁 業

活動 を通して得る方法を考えることである.

作業部会会合の概要

会合は1984年6月11口 か ら16【.1の間,合 衆国,マ サチ

ュウセッツ州,ウ ッズホール,ウ ッズホール海洋研究所

クイセットキャンパスで開催された.議 長はNOAAの

R.C.ヘ ネマス氏,保 存条約の委員会事務局長D.パ ウ

エル博士,デ ータマネージャーF.ラ ルス トン氏が書記

を務めた,参 加者は,こ の3人 を含めて11カ 国,3機 関

からの24名 であり,我 が国からは,遠 洋水産研究所の嶋

津靖彦室長,水 産庁研究部の石田周而課長補佐,筆 者の

3名 が出席した.

会合の内容はおよそ次の通 りであった.

イ.現 存の資料について

漁業活動 を通 じて各国が所有している資料を,項 日別

に有無で答える形のアンケー トのとりまとめを行った.

FAOが 収 集した漁獲統計資料は,資 源評価をする上

で不充分なものではあるが有益であるということで,事

務局が整理した資料を配布し,末 提出の資料,再 計算を

必要とする資料について関係国との合議を行った.

ロ.今 後の資料収集について

資料収集のために,漁 船の操業記録を提出させようと

いう提案は,第1回 目の科学委員会以来検討されている.

漁業に関係な く資源評価を欲する立場の人は,よ り詳細

な内容の資料提出を求める.一 方,漁 榜に直接関与する

側にとって,あ まりにも詳細な記録を取ることは繁雑で

その労に耐ええない,ま た,そ の資料が自らの活動を制

約する具となる可能性もないわけではない.今 回の会合

でも,報 告の詳細度について漁業国と非漁業国の主張は

対立 した.

魚類 を対象とした場合の,資 料提出の様式は比較的す

んなりと決ったが,ナ ンキョクオキア ミの場合について

は結論を見出せなかった.と くに,集 群を作るナンキョ

クォキア ミの葉群内での単位努力量当りの漁獲量から,

資源評価をすることの困難さが強調され,集 群同志の間

隔,葉 群の大きさ等も知る必要があ り,操 業時間だけで

な く,集 群探索時間等も記録し提出すぺきであるという

主張があった,し かも,資 料の集計はできるだけ細分し

た海区毎に行えというのである.集 計海区に関連 して,

イで触れたFAO海 区 も,現 行のものでは大きすぎるか

ら細分すべきであるとの意見が出,大 勢を占めた.

資 料の収集だけでな く,資 料の提出のし方についても

漁業国と非漁業国の一部との間に対立があった,漁 業国

側は,詳 細な資料は収集するにしても,事 務局が資源評

価のために必要な資料だけを,一 次処理等をした上で提

出すればn的 は達せ られる筈であると主張し,非 漁業国

は,ナ マの資料をそのまま事務局に提出し,資 料の処理

を任すべきだと反論した.結 局,作 業部会としては,資

料提出の方法には,上 記2つ の方法があ り得る事を科学

委員会に報告することになっている.い ずれにしろ,漁

業国にとっては,厳 しい前途が待ち構えているとの感を

深 くさせられた会合であった.

(筆者:国 立極地研究所資料主幹)

南極鉱物資源特別協議東京非公式会合

吉 田 栄 夫

去る5月22日 か ら31rlま で,外 務省の国際会議場に南

極条約協議国である16カ 国の代表が集い,南 極鉱物資源

に関する特別協議会議が開かれた.我 が国の代表団と在

東京の各国在外公館か らの人達を除くと,総 計71名 の人

達が来 日して参加した.我 が国は外務省国連局の遠藤審

議官 を首席代表として外務,文 部,通 産各省の関係者か

らなる代表団を組織した.筆 者もこれに加えて頂いて,

'協議のほとんどに参加することができた
.

南極鉱物資源特別協議会議は,1982年6月 のウエ リン

トンにお け る第1回 会合以来,1983年1月 ウエ リント

ン,1983年7月 ボン,1984年1月 ワシントンで行われ,

今回が5回 目である.今 回は英語のみで会議 を進めると

いうことで非公式会合とされ,さ らにボン会合でニュー

ジーランドのピーピー首席代表を議長としてワーキング

グループによる鉱物資源レジーム(管 理体制)検 討が開

始されて,そ の継続として会議を行うことが決められて

いたので,あ らか じめ議長をピーピー氏とするワーキン

ググループの会合として行われたのである.議 長の秘書

官は当然のことながら外務省科学課の浜田事務官が精力

的に務められた.

会議は外務省字川科学技術審議官の開会挨拶をもって

始められた.今 回の会合ではレジームの内容の討議のほ

5一
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か に重要な課題があった.そ れは協議国の地位にない南

極条約加盟国を,討 議にオブザーバーとして招請するか

否かの問題である.協 議国には従来の14カ 国のほか,昨

年9月 のキャンベラでの定例協議会議からブラジル,イ

ンドが加わ り,鉱 物資源問題では,本 年1月 のワシント

ン会合から参加している.キ ャンベラ会合ではすでに非

協議国である加盟国が招かれ,次 の定例協議会議では正

式にオブザーバーとして参加することになったが,特 別

協議会議への参加は,そ の会合で決定することになって

いた,今 年になって資源問題その他の国際環境を背景 と

して,ハ ンガリー,ス ウェーデン,フ ィンランドが新た

に加盟し,総 加盟国は31カ 国となった.こ うした情勢を

もふまえて今回の会議の冒頭にこの問題が検討され,次

回から正式に15カ 国の加盟国をオブザーバーとして招 く

ことになった,

従来協議会議は密室で行っていて外部に対して閉鎖的

であるとの批判 を招きがちであった.昨 年の国連での討

議で,事 務総長による南極問題の調査が決まり,す でに

これが始められているという背景もあり,オ ブザーバー

招請はこれらの点について積極的な対応という意味をも

つものとして,大 きな前進であるということができる.

レジームの実質的な討議は,ビ ービー議長がボン及び

ワシントンで行われたいわゆるビービー私案の討議を勘

案して,新 たに改訂案(ビ ービー　llと呼ぶ)を 用意し,

これを基に,あ る部分は逐条的に,あ る部分は一括する

形で進められた.各 国はそれぞれの問題について意見を

表明し,ま た種々の代案,考 えを非公式の文書の形で提

示 した.

問題点は数多 くあるが主要な点を2,3あ げ ると,一

つは南極の環境保全をどう図るかということである.環

境を保護し,科 学観測を国際協力で行って,平 和を保ち

つつ管理することが,南 極条約協議国の責任であり,こ

れを基礎としてこれらの国が鉱物資源レジーム設立のイ

ニシアチブをとる以上,重 要な問題である.環 境原則の

条項に何をどう書き込むか,手 続き的にどのようにして

環境保全を確保し,ま た当事者以外の声 を反映させるか

などについて討議が重ねられた.

レジームの核心の一つは,統括す る機関の問題である.

中心機関としてコ ミッション(委 員会)を 置き,そ の下

に科学 ・技術 ・生態系についての助言を行 う諮問委員会

と,鉱 物資源探査 ・開発の実質的管理を行 う限られたメ

ンバーシップか らなる地域的な規制委員会を組織するこ

とでは,原 則的に一致しているが,そ の間の権限配分や

構成国についての考えは,微 妙に領土権問題ともからん

で,容 易に一致するものではな く,各 国の立場を踏まえ

て熱のこもった議論が展開された.鉱 物資源開発の手続

きそのものについても,各 国はそれぞれ独nの 方法をと

6

っており,他 国のシステムを理解するのが難しいといっ

た点もある.

このほか,レ ジームの適用地域をどのように表現する

か,鉱 物資源活動 を調査(プ ロスペ クティング),探 査

(エクスプロレイション),開 発(デ ィベロップメント)

と区分した場合,調 査活動の定義や許容範囲をどう定め

るかなどの問題も容易に決着がつきそうにな い点 で あ

る,ま た,レ ジームを南極条約の一部として位置づける

のか,そ れ とも密接な関連 を保ちつつも全 く別個の条約

として定めるのかについても意見は分れている.

このような白熱した議論に疲れた頭 を冷すべく,週 末

の一日,文 部省主催による箱根へのエクスケーションが

行われ,残 念ながら富士山はみえなかったものの,新 緑

と湖上の遊覧,豪 華なビュフェを各国代表団は楽 しんだ.

また,慌 だしい会議の合間を縫って極地研究所の見学も

用意され,各 国の代表団のうち45名 の方々が訪れて,わ

が国の南極研究の一端を知って頂 く機会となった.

来 年の秋頃までという期限を一応設定 して,レ ジーム

設立 を図りたいとする案は,期 限の設定は好ましくない

とする反対で実現 しなかったが,早 期の成立を必要とす

る考えは大勢である,我 が国は東京会合を主催してある

種の責任を果 したが,南 極観測に主導的立場をとってい

る国として,さ らに力を尽 してレジーム設立に応分の役

割を果したいものである,

(筆者:国 立極地研究所地学部門教授)

レ 来 訪 者 く

11月28H注 韻 文(Wang　 Longwen,中 国 国家 海 洋 局

第 二 海 洋研 究 所 教 授)

謝 慶 道(XieΩingdao,　 同研 究 所 研 究 員)

呉 金 龍(Wu　 Jinlong,同 第 一 研 究 所 研 究

員>

12月13|[～12月16日 　 Dr.　KAN,　 J.(ア ラス カ大学 地 球

物 理 学 研 究 所 教 授)

12月14日 ～12月17日 　 Dr.　STOZHKOV,　 U.　 (ソ連 科学

ア カ デ ミー レベ デ フ物 理 研 究 所 成 層 圏 ス テ ー

シ ョ ン所 長.教 授)

1月10日 　 Dr.　SPIERS,　 C.　 (ユ トレ ヒ ト大学 地 学 研 究

所 研 究 員)

1月25U　 Mr.　 YAMAZAKI,Y,(ブ ラジ ル宙 空 研 究 所

研 究 員)

2月10圓 　 Mr.　 RAYNA,　 C.　(在 日アル ゼ ンチ ン公 使)

3月22[.1～3月24日 第9回 南 極 陽 石 シ ンポ ジ ウム 出 席

外 国 研 究 者

Dr.　CLAYTON,　 R.　(シ カ ゴ大学 エ ン リコ ・

フ ェ ミ研 究 所 教授)



Dr.　SCOTT,　 E.

研 究 所 研 究 員)

Dr.

究 所 主 任 研究 者)

Dr,　ZBIK,　 M.

Dr.　SMITH,　 D
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(ニ ュー メ キ シコ大 学 明 石

FREDRIKSSON,　 K.　 (ス ミソ ニ ア ン研

(ワ ル シ ャワ 大学 化 学 部教 授)

(ア ル バ ー タ ー 大学 教 授)

Dr.　JAKES,　 P.　(チ ェコ ス ロ バ キ ア地 質 調査

所地 球 化学 部長)

3月5日 　 Dr.　RASCHKE,　 E,　 (ケ ル ン大 学 教授)

3月19日 　 Dr.　EGELAND,　 A.　 (オ ス ロ大 学 教 授)

7月1日

(昇 任)

(配置換)

(採 用)

職 員 の 異 動

非生物系資料部門助教授に西尾文彦

(雪氷学研究部門助手)

オーロラ資料部門助教授に鮎川 勝

(非生物来賓料部門助教授)

地学研究部門助手に小島秀康

昭50.3秋 田大学鉱山学部卒業

53.3同 大学大学院鉱山学研究科

鉱lll地質学専攻修士課程修了

第34回 運営協議員会議

6月18n(月)に 開かれ,以 下の事項を審議した.

1

2

3

4

5

6

7

F

教官人事について

教官の停年について

第27次 南極地域観測計画案について

昭和60年 度概算要求方針について

第26次 南極地域観測隊の編成について

昭和59年 度外国基地派遣について.

昭和59年 度BIOMASS　 (SIBEX>研 究計画概要に

ついて

第35回 運営協議員会議

7月10日(火 〉に開かれ 「国立極地研究所長候補者の選

考について」審議が行われた.

◇

案

◇

第5回 南極地学シンポジウム

内

内ーー一.◇

開 催 日;昭 和59年10月26H(金)～10月27日(土)

場 所:国 立 極 地 研 究 所 講 堂

問 合 せ 先:地 学 研 究 部 門

(962)4711内454(吉 田)

第25次 隊月例報告(5月 ～6月)

5月7,8日 の両H,昭 和基地の気温はプラスとな り,

約6時 間本格的な雨が降った.そ のためオングル海峡の

海氷が開いていたが,そ の後結氷が進み5月 末にはとっ

つき岬方面へのルー ト工作が行なわれた.

観 測 報 告

宙 空:5月4,29日 に ロ ケ ッ トS310JA-9,10号 機 の

打 上 げ に成 功 した.6月 に入 って,オ ー ロ ラTVに よ る

オー ロ ラ立 体 観 測 の 準 備 を開 始 した ほ か,米 国 ロス ア ラ

モ ス研 究 所 か らの 依 頼 に よ る大 気 サ ン プ リ ン グ を 始 め

た.

生 物:ラ イ ト ・トラ ッ プで 氷 下 の ナ ンキ ョ ク ・オ キ ア

ミを約350尾 採 集 し,生 態 研 究 を始 め た.ま た,　CTD,

ヴ ァ リオ セ ンス,ノ ル パ ッ ク,ラ イ ト トラ ップ を実 施 し

た.

雪 氷:み ず ほ 基 地 の 中 層 掘 削 は,24次 隊 が 掘 削 し た

411m深 さの孔 の収 縮 と変 形 が激 しいた め,拡 幅 作 業 が

続 け られ て い た が,120mを 過 ぎ た と ころ か ら元 穴 とず

れ 始 め たの で,そ の ま ま本 格 掘 削 を続 け,6月30日 に は

00mを 超 え た.

設営報告 燃料消費内訳 単位:1

種 類
5月 6月

一ー 一 　 .一

滴酬1残 量消費量[残 量

普 通 軽 油26,5・61388,85224,853363,999

灯 油2,副56,8713,㎜{53,871
唱

5月,6月 の 昭 和 基 地 の 平均 負 荷 は,そ れ ぞれ99kW,

96kWだ った.ま た 最 大負 荷 は137kW,125kWで あ

った.発 電 機 は約60%の 負 荷 で 運 転 して い る こ とに な

る.新 発電 棟 内の シス テ ム は,順 調 に稼 動 して お り,風

呂の 使 用 は1週 間 に2回 と し,洗 た く,シ ャ ワー の 使 用

は 自 由 に し て い る.そ の 結 果,1Hの 水 の 使 用 量 は 約

2.5tで あ る.

15,19次 隊 で持 込 ん だ 居住 カ プ ー ス2台 の 整 備 を し,

内 陸 旅 行 の 準 備 を始 め た.

み ず ほ 基 地 で は,16kVAエ ン ジ ンの ヘ ッ ドタ ンクの

温 度 が 高 めだ った た め,そ の冷 却 も兼ね,工 作 室 に温 水

循 環 利 用 の ラ ジエ ー タ ー 温 風 ヒー ター を設 置 した.こ の

結 果,工 作 室 は 十20℃ 前 後 と暖 か くな っ た.

7
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　 Climatic　 Data　 f。r　Japanese　 Antarctic　 Stations)

(mb)

平 均 相 対 湿 度CMean　 relative　humidity〕 　(%)

平 均 風 速(Mean　 wind　 speed)　 (m/s)

最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max,　 wind　 speed,

　 　 　 　 　 　 　 　 10・min.　mean)　 (m/s)

瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)

平 均 雲 量(Mean　 cloud　 cover)　 (lflO)

快 晴 日数　(Number　 of　clear　days)

平 均 気 温(Mean　 temp.)　 (℃)

最 高 気 温(Max.temp.)(℃)

最 低 気 温(Min.temp.)(℃)

平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,

　 　 　 　 　 　 　sea　level)　 (mb)

平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　 pressure)

昭 和 基地(Syowa:89532)

5月(May)

-11
,3

2.8

一25
.8

991,7

1.8

59

8.6

31.G(8,NE)

39.5(8,NE)

6,8

5

6月(Jun.)

-18
.1

一5
.8

一32
.8

991.0

0.9

53

5.9

22,2(9,NE)

26.2(9,NE)

6.0

4

み ず ほ 基 地(Mizuho:89544)

5月(May)

-36
.2

一16
.2

一55
.0

6月(Jun.)

-41
.8

一24 .6

一54
.0

734.7

(station　 pressure)

12.1

728.9

12.3

24.3(3,SE)18,6(30,ESE)

27.0(8,E) 23.3(30,ESE)

ξ'"～
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海や川に張った氷を砕いて航路を開く船 を砕氷船と称

し,使 用n的 によって河川型,港 湾型,海 洋型に分れて

いる.|1本 では沿岸が結氷することは稀であり,国 内で

の砕氷船の活動は戦前の樺太航路だけであった.北 国で

iあ り,広 く北極海に面 しているソ連,カ ナダ,ア メリカ{

やバル ト海沿岸諸国では,そ の必要性から本格的な砕氷

ミ船がすでに19世 紀の終 りから使われている.

1956年 の国際地球観測年を契機として,1{本 は南極観

測に参加することになり,再 び砕氷船 を持つようになっ
ヘ

モた.初 代の南極観測船"宗 谷"は それまで海上保安庁のξ

一.一 一り 　　 　 　 　 Ji--v

'.'ArAjV■1雫t.t.rtN'.v.t・ebJ.N--iLJ.tJJJiJ　 「－itV't　 "-tt.

言灯'台補給船
であったが大改造が施こされ,船 首の傾斜は そ

鋭 く,ま た丈夫になり,ヘ リコプターIFN{が 設 けられた.

バ ルジが船の両横腹に作 られ,蒸 気機関をディーゼル機

関に換装したりして3,創X)ト ンの船が4,200ト ンに変身:.

し,6回 の 醜 行 を果 した.}
≧

2代nの"ふ じ'は 最初か ら砕氷船として設計され建 ～

造された川 本の鰍 船は多日∫内に作 られてお り,琳{

ば か・でな く嗣 肌 へ ・・プ・一珊 嫌 …1

る."ふ じ"は 第7次 か ら第24次 の 観 測 隊 を送 り迎 え し1

て 、代a。 ・し らせtt　に 撒 、だ,㌧1裕 ・か らほ 聯 。 ミ

・大 き くな 。てi・ し らせ・ ・ 灘 ト水J・、・9,・・…,}

30,00〔鵬 力,1.5mの 平 らな氷を3ノ ットで連続砕氷す1

る勧 を持。ている1堺 でも徽 の百年繍 とな。た,{

砕氷船ほど積極的に胆 ・氷を割らず,流 氷帯の弱い所{

輔 い氷を選んで違棚 氷船輔 極で跳 輸 氷の少パ

い繊 に醜 を持。ているイギi)ス,舳t－ ス トラ;
奪

リア隊 な どで 使 わ れ て い る.} 《

"t.』N-t_Lt"'一 ー一__p-一"p""_N-eLN

近 年,極 地域 で の 資 源 の 開 発 が盛 ん に な り,輸 送 上 の

要 請 か ら砕 氷船 の 行動 海域,運 航期 間 は 広 が り船 の 大理1

化,高 馬 力 化 に向 っ て い る.ア メ リカ の ボ ー ラー級 で は

mン ジ ンは78,000馬 力 に達 して い る し,北 極点 に到 達 し

た ソ連 の ア ル クチ カ 号(ブ レ ジネ フ 号 と改 名)は23,400

トン,原 子 力 エ ン ジ ン75,000馬 力の 大 き さで あ り,さ

らに 数 年 後 に は15万.馬 力の 砕 氷船 の 出 現 もあ りそ うな勢 き
{
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